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株式会社アキュラホーム 代表取締役社長  宮沢俊哉の年頭所感を発表いたします。 

  

新年あけましておめでとうございます。2022 年の年頭にあたり、ご挨拶を申し上げます。 

昨年は新型コロナウイルスによる緊急事態宣言長期化や、世界的木材需要の急騰からウッドショッ

クが発生するなど、大変な困難と直面する年となりました。 

新型コロナウイルスのさらなる感染拡大を危惧したアキュラホームグループは、政府のワクチン接種

の方針発表の翌日 6 月 9 日には職域接種を実施する旨を発表しました。業績好調を背景に、売上の

一部から社会貢献活動費を捻出し、お客様と働く従業員、そのご家族、取引業者様やオーナー様など

従業員の 10 倍近くとなる 1 万人接種を目標に、全従業員が一丸となり取り組みました。医療行為に

携わったことがない住宅会社が職域接種を実施するにあたっては、当社で建築いただいた医療従事者

の方々や地域の医療機関などにお声がけし、多くの方から賛同と協力をいただき、実現することができ

ました。 

職域接種のような社会貢献活動の継続により、多くのステークホルダーの皆様から信頼を得ることに

つながり、例年より多くの受注のご紹介をいただきました。また、社員や取引業者の帰属意識向上にも

つながり、社員一人ひとりが経費削減などに取り組み、相互扶助によって今期も業績の好調を維持す

ることができました。過去最高益の到達が見えており、このコロナ禍の厳しい状況の中でも、支えてくれ

たステークホルダーの皆様へ御礼申し上げます。 

 

住宅に関する技術開発では、近年増加する防災需要を受け、4 回目の「実大実験」に取り組みまし

た。今回の実験では、コロナ禍以降需要の高い大きな開口や吹き抜けのある大空間に加え、太陽光発

電も搭載した、リアルな実験棟を建築し実施しました。今後予想される首都直下型地震や南海トラフ地

震、日本歴代の大地震に対し損壊なしの結果となり、「技術のアキュラグループ」を実証する結果を得る

ことができました。また、実験では建物が倒壊する限界点の確認まで行い、新たな知見を得ることができ

ました。今後の商品開発に活かし、より安心安全な住まいを皆様へ提供できるよう、研究を進めてまい

ります。  

  

そして、注文住宅建築を通し、向上させてきた技術力や知見を活かし、シナジーのある事業領域への

取り組みの強化を進めました。分譲事業は前年より約 2.5 倍と好調となり、リフォーム事業や新たに土

地から紹介するランドサーチ事業も 4 月の事業開始から急激な勢いで成長を続けています。AQ レジデ

ンス事業では高額層へ向けた取り組みが実を結び、邸宅の注文も急増しています。 

 

2022 年は、本格的に木造建築普及事業を開始し「木造住宅のアキュラ」から「木造建築のアキュラ」

へ大きく変貌してまいります。 

中大規模木造建築の普及に向け、そのプロトタイプとなる日本初の純木造 8 階建ての新社屋の建

築を発表しました。当社が創業したゆかりの地である埼玉県への本社移転となります。この新社屋の建

築を皮切りに、全国へ中大規模木造を展開してまいります。 

また、これまでの取り組みをさらに飛躍させ、最高級ブランドの「アキュラプライム」や「高級リノベーシ

ョン」の拡大やランドサーチ事業から展開する共同住宅等の資産活用の提案など、さらに領域を拡大し

ていきます。 

 

2022 年 年頭所感 アキュラホーム社長 宮沢俊哉 

ESG 経営を推進し、さらなる挑戦と成長を経て 

「木造建築のアキュラ」へ 



これらの取り組みを加速させるため、2021 年 11 月 26 日にアキュラホームグループ初の海外進出と

して、株式会社アキュラホームベトナムを開設しました。他のアジアの国での工場建築も検討を進めてお

り、今後は海外の力をも活用し、各事業のシナジーを高め世界へ木造建築を発信していきます。 

 

純木造 8 階建て新社屋の技術によって、今後は従来の木造建築の 2/3 のコストとなる普及価格で

の建築を目指し、5 階建てまでの非住宅木造ビル、1500 平米規模のショールーム、ショップといった中

大規模木造建築物を事業化し、全国の工務店にも技術を展開していきます。その先駆けとして、川崎

市の総合住宅展示場に日本初の木造軸組工法による 5 階建てモデルハウスの出展を予定しています。 

都市部での木造建築による資産活用の提案などを実施し、SDGs の取り組みとして日本の街並みに

木造建築を復活させるべく、都市の木質化を全国へ推進します。併せて、中大規模木造建築の技術確

立のため、５階建ての耐震実験も実施の検討も進めてまいります。 

 

今後、新型株の発見などコロナ禍の影響が続く厳しい環境下においても、ESG 経営や SDGs の取り

組みを加速してまいります。各関連事業部がシナジーを発揮しながら、活動エリアや人員を拡大し、

SABM メンバーの皆さまともに日本一の木造建築グループを目指します。また 2022 年春には 3 回目の

職域接種の実施も決定しており、皆様が安全安心に生活を送っていただけるよう、社員一丸となって早

期実施に向け、検討を進めてまいります。 

この新しい年が皆様にとって実り多く素晴らしい一年となりますことを祈念して、私の年頭のご挨拶と

させていただきます。 

 

※社長宮沢の写真データは下記よりダウンロードすることができます。 

 http://www.aqura.co.jp/news.html 

 

＜本件について報道関係からのお問い合わせ先＞  

株式会社アキュラホーム広報課  西口（080-8483-6963）、大町（080-7579-4575）  

TEL：03-6302-5010 FAX：03-5909-5570 Email：aqura_pr@aqura.co.jp   

●アキュラホーム HP http://www.aqura.co.jp ●木のストローHP https://www.thewoodstraw.com/ 
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